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物
価
高
騰
が
続
く
中
で
も
、
頭
の
痛
い
確
定
申

告
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
生
活
費
に
く
い

込
む
重
税
に
、「
な
ん
で
や
ね
ん
！
」
と
怒
り
が
わ

い
て
き
ま
す
。
各
地
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
月
１９
日
、
垂
水
民
商

は
役
員
向
け
の
「
自
主
計

算
学
習
会
」
を
開
き
、
８

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
山

口
由
美
子
事
務
局
長
か
ら

自
主
計
算
サ
ポ
ー
タ
ー
学

校
の
資
料
を
基
に
自
主
申

告
運
動
の
重
要
性
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
紙
で
申
告
す
る
と
青

色
申
告
控
除
が
１０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
」
「
来

年
は
申
告
書
の
控
え
自
体

が
廃
止
さ
れ
る
」
な
ど
、

納
税
者
よ
り
税
務
署
の
都

合
を
優
先
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
も

触
れ
ら
れ
、
２
月
の
税
務

署
要
請
の
重
点
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
例
題

を
基
に
自
主
計
算
パ
ン
フ

で
変
更
さ
れ
た
箇
所
を
確

認
し
な
が
ら
「
こ
の
数
字

は
ど
こ
に
書
い
た
ら
え
え

の
？
」
「
生
命
保
険
は
新

旧
合
わ
せ
て
上
限
１２
万
円

や
ね
」
「
例
題
の
基
礎
控

除
は
所
得
で
変
わ
る
か
ら

８８
万
円
や
で
」
と
、
お
互

い
話
し
合
い
な
が
ら
空
欄

を
埋
め
て
い
き
申
告
書
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
谷
恭
三
会
長

か
ら
、
「
班
会
で
は
、

民

商
ア
ン
ケ
ー
ト
を
最
初
に

書
い
て
も
ら
い
、
仲
間
か

ら
の
紹
介
を
呼
び
か
け
、

商
工
新
聞
の
配
達
や
宣
伝

カ
ー
の
運
行
の
協
力
を
呼

び
か
け
よ
う
」
と
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。

役
員
先
頭
に
税
金
相
談
員
を

担
お
う

納
税
者
の
権
利
を
守
れ

消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
へ

力
合
わ
せ
よ
う
！

【
垂
水
民
商
】

【
大
阪
国
税
局
交
渉
】

【兵商連婦人部協議会】

【兵商連青年部協議会】

【
神
戸
北
民
商
・
支
部
学
習
会
】

　

１
月
１６
日
、
近
畿
６

府

県

連
１３

人

が

集

ま

り
、
大
阪
国
税
局
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
兵
庫

県
連
か
ら
、
吉
岡
昌
保

税
対
部
長
と
角
元
隆
常

任
理
事
の
２
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

国
税
局
へ
の
要
望
と

し
て
▽
確
定
申
告
書
控

え
な
ど
へ
の
収
受
日
付

印
の
押
印
復
活
、
来
年

か
ら
確
定
申
告
書
控
え

の
廃
止
を
行
わ
な
い
こ
と

▽
確
定
申
告
書
及
び
納
付

書
の
送
付
及
び
税
務
署
・

申
告
会
場
へ
の
備
え
付
け

に
つ
い
て
▽
納
税
者
に
不

利
益
が
及
ぶ
内
部
事
務
の

セ
ン
タ
ー
化
は
見
直
す
こ

と
▽
税
務
運
営
方
針
の
順

守
、
無
予
告
調
査
の
厳
格

な
運
用
▽
税
務
調
査
で
の

修
正
申
告
に
際
し
、
納
税

緩
和
制
度
に
つ
い
て
法
に

基
づ
き
丁
寧
に
説
明
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
確
定
申

告
控
え
の
収
受
日
付
印
の

押
な
つ
廃
止
に
よ
り
納
税

証
明
書
や
開
示
請
求
な

ど
、
納
税
者
が
新
た
な
時

間
・
費
用
の
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
実
態
を
告

発
。
ま
た
各
地
で
起
き
て

い
る
強
権
的
な
税
務
行
政

の
実
態
を
訴
え
、
税
務
調

査
終
了
時
に
お
け
る
納
税

緩
和
制
度
の
説
明
を
求
め

ま
し
た
。
国
税
局
は
「
デ

ジ

タ

ル

化
・

行

政

コ

ス

ト
削
減
の
た
め
収
受
印
・

控
え
の
廃
止
は
理
解
頂

き
た
い
。
『
税
務
運
営
方

針
』
は
研
修
等
で
職
員
に

周
知
を
図
る
」
と
。
税
務

調
査
に
つ
い
て
は
「
法
令

に
の
っ
と
っ
た
事
前
通
知

と
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け

徹
底
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
」
、
納
税
緩
和
制
度
つ

い
て
「
職
員
に
周
知
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
　

  

（
角
元
編
集
委
員
）

　

神
戸
北
民
商
で
は
、
各

支
部
で
税
金
学
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
「
物
の
値

段
が
上
が
り
す
ぎ
！
」「
消

費
税
が
高
い
！
」
。
学
習

会
で
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
重
税
へ
の
怒
り
や

物
価
高
騰
へ
の
あ
き
ら
め

が
話
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
て
２
年
。
今
年
１０

月
か
ら
は
特
例
や
経
過
措

置
の
縮
小
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
「
８
割
控

除
」
の
縮
小
で
、
取
引
先

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
に

登
録
し
て
欲
し
い
」
と

言
わ
れ
、
や
む
を
得
ず

登
録
の
手
続
き
を
す
る

方
も
増
え
、
免
税
事
業

者
の
ま
ま
商
売
を
続
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

諸
物
価
の
高
騰
も
深
刻

で
、
飲
食
店
経
営
の
会

員
か
ら
「
値
上
げ
す
れ

ば
客
が
離
れ
る
。
踏
ん

張

る

し

か

な

い
」

と

い
っ
た
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。　

　

昨
年
１２
月
に
は
５０
年
間

続
い
た
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率
が
廃
止
。
消
費
税
減

税
で
も
同
じ
よ
う
な
効
果

が
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

消
費
税
の
減
税
こ
そ
最

も
有
効
な
物
価
高
・
経
済

対
策
で
あ
り
賃
上
げ
支
援

で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

廃

止
・

消

費

税

を

一

律

５
％
に
減
税
に
む
け
て
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
神
戸
北
・
楠
本
通
信
員
）

　兵婦協は１月１０日、全婦協の

伊礼綾子副会長を講師に所得税

法第５６条学習会を開きました。

　伊礼さんは、京都の西陣織の

業者婦人から始まった運動と歴

史、業者婦人の声、各地で広がる

意見書採択運動を話されました。

　その後、４カ所に分かれてグ

ループ討論。「議会請願を重ね、

５６条廃止の意見書を採択させよ

う」と決意を新たにしました。

　兵青協は１月１８日、税金学習

会を開き、１９人が参加しました。

　１部は「日本の税制と納税者の

権利」をテーマに明石民商の田

中耕太郎事務局員が講演。

　２部は、神戸北民商の川口友

美事務局長を講師に「所得税・消

費税」の学習、具体的な例題を

まじえ今年の税制ついて学習。「業

者にはわずかな基礎控除の引き

上げしかないのか」と不公平な税

制への怒りが寄せられました。

学習を強め５６条を
廃止させよう

税制に怒り税金学習会

▼
年
明
け
か
ら
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
南
米
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
を
軍
事
攻
撃
し
、
指
導

者
と
妻
を
拘
束
、
米
国
の

支
配
下
に
置
く
と
い
う
と

ん
で
も
な
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
。
意
に
沿
わ
な
い

政
権
に
は
軍
事
介
入
を
行

う
。
「
適
切
な
政
権
移
行

が
行
わ
れ
る
ま
で
我
々
が

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
運
営
す

る
」
と
ま
で
。
明
ら
か
に

国
際
法
違
反
な
の
に
、
こ

の
こ
と
に
物
言
え
な
い
高

市
政
権
の
姿
勢
は
ど
う
な

の
か
。
弱
肉
強
食
の
世
界

は
悲
劇
以
外
何
物
で
も
な

い
。
１９
世
紀
の
遺
物
の
復

活
だ
▼
そ
ん
な
米
国
の
基

地
が
多
く
存
在
す
る
沖

縄
。
「
沖
縄
を
再
び
戦
場

に
す
る
な
」
と
名
護
市
長

選
が
た
た
か
わ
れ
た
。
辺

野
古
の
海
へ
の
土
砂
の
投

入
は
何
年
か
か
る
か
わ
か

ら
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
税
金

を
投
入
し
て
も
完
成
で
き

な
い
。
今
す
ぐ
中
止
す
べ

き
問
題
だ
▼
軍
事
力
の
強

化
・
増
税
・
社
会
保
障
の

改
悪
、
終
わ
り
の
見
え
な

い
物
価
高
が
私
た
ち
の
く

ら
し
・
商
売
を
苦
し
め
て

い
る
。
「
黙
っ
て
い
て
は

潰
さ
れ
る
」
「
た
た
か
っ

て
こ
そ
民
商
」
。
元
気
に

地
域
に
打
っ
て
出
て
強
く

大
き
な
民
商
を
つ
く
ろ

う
。
世
界
情
勢
の
変
化
に

も
目
を
向
け
な
が
ら
「
平

和
で
こ
そ
商
売
繁
盛
」
へ

の
道
を
、
力
合
わ
せ
て
切

り
ひ
ら
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
Ｋ
）
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自
然
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
31
年　

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

　

事
業
所
得
２
４
０
万
円
、

四
人
家
族
で
は
税
・
社
会

保
険
料
負
担
が
約
１
２
０

万
円
と
、
所
得
に
対
す
る

負
担
率
は
５
割
に
の
ぼ
り

ま
す
。
民
主
的
な
租
税
原

則
と
は
、
直
接
税
中
心
・

総
合
累
進
課
税
・
生
活
費

非
課
税
で
す
。
納
税
者
や

扶
養
家
族
に
控
除
さ
れ
る

「
人
的
控
除
」
を
生
き
る
権

利
を
保
障
す
る
控
除
額
に

引
き
上
げ
さ
せ
よ
う
。

　

中
国
道
・
滝
野
社
Ｉ
Ｃ

か
ら
車
で
約
２０
分
、
「
Ｑ

Ｕ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
（
ク
ア

ラ
ン
タ
）
」
は
開
業
し
て

２
年
、
石
窯
ピ
ザ
が
楽

し
め
る
お
店
で
す
。

　

店

主

の

宮

崎

さ

ん

は
、
「
ク
ア
ラ
ン
タ
は

イ
タ
リ
ア
語
で
４０
、
亡

く
な
っ
た
主
人
が
営
ん

で
い
た
播
州
織
の
工
場

の
跡
地
の
裏
庭
に
木
を

植
え
、
４０
年
か
け
て
四

季
折
々
の
花
と
な
る
ま

で
育
て
た
想
い
を
屋
号

に
込
め
ま
し
た
」
と
。

　

お
す
す
め
は
、
海
老
の

ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
ピ
ザ

や
海
老
の
マ
リ
ナ
ー
ラ
。

チ
ー
ズ
が
苦
手
な
方
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
「
ピ

ザ
は
、
野
菜
の
風
味
や
食

感
を
一
番
感
じ
て
ほ
し
い

の
で
賞
味
期
限
は
５
分
、

出
来
立
て
を
味
わ
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
で
こ

だ
わ
っ
て
い
る
国
産
小
麦

クアランタ
庭が森のピザ屋さん

や
チ
ー
ズ
の
仕
入
れ
価
格

が
跳
ね
あ
が
り
経
営
を
直

撃
し
て
い
ま
す
が
、
「
生

地
の
質
だ
け
は
落
と
せ
な

い
」
と
、
娘
夫
婦
と
３
人

で
何
と
か
切
り
盛
り
し
て

い
ま
す
。　

　

「
木

や

花

に

囲

ま

れ
、

お
客
さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま

れ
て
働
け
る
の
が
幸
せ
」

と
宮
崎
さ
ん
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

新
春
の
つ
ど
い
に
57
人

組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

皆
で
行
動
し
、新
年
会
を
開
催

【
尼
崎
民
商
】

【
兵
庫
民
商
・
新
年
拡
大
理
事
会
】

【
神
戸
民
商
】

　

「
国
保
逃
れ
」
と
い
う

言
葉
ま
で
生
ま
れ
て
き

た
。
自
分
達
さ
え
良
け
れ

ば
い
い
と
い
う
人
た
ち
が

自
分
達
に
有
利
に
な
る
よ

う
勝
手
に
ル
ー
ル
を
決
め

て
い
る
。

　

余
計
な
知
恵
を
使
う
前

に
国
保
料
の
削
減
に
力
を

尽
く
し
て
ほ
し
い
。
（
Ｈ
）

　

１
月
１７
日
、
神
戸
市
内

で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
３１
年
回
目
と
な
る
「
メ

モ
リ
ア
ル
集
会
」
が
開
催

さ
れ
１
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
復
興
兵
庫

県
民
会
議
代
表
委
員
の
畦

布
和
隆
さ
ん
が
、
能
登
で

は
直
接
死
を
大
幅
に
上
回

る
「
災
害
関
連
死
」
が
発

生
し
て
い
る
事
態
を
報

告
。
「
過
酷
な
避
難
・
仮

設
生
活
が
健
康
悪
化
を
招

い
て
い
る
」
と
公
的
支
援

の
拡
充
を
訴
え
ま
し
た
。

　

元
宮
城
学
院
女
子
大
学

教
授
の
浅
野
富
美
枝
さ
ん

が
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
災
害

女
性
学
」

と
題
し
て
講

演
。
「
避
難
所
で
の
更
衣

室
や
授
乳
室
の
欠
如
、
不

衛
生
で
治
安
の
悪
い
ト
イ

レ
環
境
。
こ
れ
ら
は
単
な

る
不
便
で
は
な
く
、
膀
胱

炎
や
婦
人
科
疾
患
と
い
っ

た
健
康
被
害
を
女
性
た
ち

に
強
い
て
い
る
」
と
環
境

改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
発

生
す
る
Ｄ
Ｖ
や
性
被
害
で

す
。
東
日
本
大
震
災
後
の

調
査
で
は
、
「
支
援
物
資

と
引
き
換
え
に
性
行
為
を

要
求
さ
れ
た
」
な
ど
の
証

言
が
８２
件
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
が
、
被
害
は
無
言
の

圧
力
に
よ
っ
て
多
く
が

闇

に

葬

ら

れ

て

き

た

と
。
こ
の
状
況
を
打
ち

破
る
た
め
に
は
、
自
ら

の

ニ

ー

ズ

を

正

当

な

「
権
利
」
と
し
て
自
覚

し
、
周
囲
に
伝
え
る
「
受

援
力
」
を
磨
く
こ
と
が

大
切
。
「
自
己
責
任
論
」

が
強
ま
る
中
で
、
抱
え

込
ま
ず
、
他
者
に
助
け

を
求
め
、
支
え
合
う
対

等
な
関
係
が
必
要
と
話

し
ま
し
た
。

　

尼
崎
民
主
商
工
会
は
１

月
１７
日
、
新
春
の
つ
ど
い

を
開
き
、
５７
人
が
集
い
ま

し
た
。

　

木
南
幸
一
郎
実
行
委
員

長
が
「
春
の
運
動
の
こ
の

時
期
が
一
番
増
え
る
時
。

読
者
と
会
員
を
増
や
し
、

政
治
を
変
え
、
要
求
を
実

現
さ
せ
よ
う
」
と
力
強
く

開
会
の
挨
拶
。
寺
島
建
一

理
事
が
参
加
者
の
健
康
と

発
展
、
日
本
の
平

和

を

願

っ

て

乾

杯
。
来
賓
と
し
て

参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
あ
た
た
か

い
激
励
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
尼
崎

市
長
か
ら
も
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
楽
し
み
は

オ
ペ
ラ
歌
手
の
播

磨
か
な
さ
ん
。
迫

力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

に
大
拍
手
。
後
半

は
参
加
者
全
員
で

大
合
唱
し
、
会
場
が
一
体

と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
景
品
が
会
員
か

ら
集
り
、
一
人
二
回
も
あ

た
る
福
引
大
会
は
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
砂
原
政
好
副
会
長

が
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
を

呼
び
か
け
、
民
商
を
強
く

大
き
く
し
よ
う
と
の
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

（
尼
崎
・
井
上
通
信
員
）

　

兵
庫
民
商
は
１

月
６
日
、
新
年
拡

大
理
事
会
を
開
催

し
、
４６
人
が
参
加

し

ま

し

た
。

冒

頭
、
片
山
正
久
会

長
が
「
今
年
は
会

員
拡
大
に
組
織
を

あ
げ
て
全
力
を
」

と
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
行
な
い
、
続

い
て
春
の
運
動
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

安
田
幸
夫
副
会

長
の
乾
杯
後
、
食

事
を
と
り
な
が
ら

全
商
連 

春
の
運
動
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
。
副
会
長
８
人

か
ら
抱
負
や
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
「
全
国
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
魅

力

あ

る

民

商

づ

く

り

を
」
（
城
谷
副
会
長
）
、

「
青
年
部
独
自
の
宣
伝

に
取
り
組
み
運
動
を
継

承
し
た
い
」
（
下
田
副

会
長
）
な
ど
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最

後

に

片

山

会

長

が
、
平
和
と
民
主
主
義

が
問
わ
れ
る
情
勢
に
触

れ
、
「
組
織
拡
大
と
政

治
を
語
り
、
春
の
運
動

で

大

き

く

前

進

し

よ

う
」
と
団
結
を
呼
び
か

け

ま

し

た
。
（
兵

庫
・

平
松
通
信
員
）

　

１
月
１２
日
に
「
神
戸
民

商
新
年
会
」
を
元
町
に
あ

る
金
時
食
堂
で
開
催
し
、

３１
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

木
下
登
志
男
会
長
の
挨

拶
、
乾
杯
で
は
じ
ま
り
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
「
久
し
ぶ
り
の
新

年
会
で
楽
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
も
。

　

最
後
は
木
下
会
長
か
ら

「
民
商
を
大
き
く
す
る
た

め
に
、
３
人
の
知
り
合
い

業
者
を
民
商
に
紹
介
し
て

下
さ
い
」
と
拡
大
の
訴
え

が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
１５
時

か

ら

山

手
・

元

町

地

域

に
、
役
員
・
事
務
局
１１
人

で
民
商
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

約
１
５
０
０
枚
配
布
し
ま

し
た
。

　
　

  

（
田
部
編
集
委
員
）


